
                               

「
鹿
島
ヶ
丘
だ
よ
り
」
発
刊
に
あ
た
っ
て  

 

同
窓
会
長  池 

田 

誠 

悦 
   

鹿
島
ヶ
丘
同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご

健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り

同
窓
会
の
活
動
に
多
く
の
ご
支
援
・
ご
協
力
賜
り
ま
し
て
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
度
は
旧
体
育
館
跡
地(

生
徒
玄
関
を
入
っ
て
左
側)

に

新
食
品
加
工
実
習
棟
が
完
成
し
、
肉
加
工
と
農
産
加
工
が

新
食
品
科
学
科
棟
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
冷
暖
房
完

備
の
た
め
、
夏
・
冬
問
わ
ず
快
適
な
実
習
を
行
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
定
期
的
に
販
売
会
を
行
っ
て
い
た
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
鹿
島
屋
」
も
新
食
品
科
学
科
棟
で
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
そ
れ
と
引
き
換
え
に
、
老
朽
化

し
て
い
た
旧
食
品
科
学
科
棟(

農
産
加
工
室
・
畜
産
加
工
室

等)

や
農
業
科
・
園
芸
科
関
連
の
１６
の
施
設
が
解
体
さ
れ
、

更
地
と
な
り
ま
し
た
。
我
々
が
高
校
時
代
に
と
も
に
し
た
建

物
が
な
く
な
る
の
は
と
て
も
寂
し
い
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
同

窓
生
の
皆
様
方
も
、
新
し
い
形
へ
変
わ
り
ゆ
く
母
校
の
姿
を

見
に
是
非
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

同
窓
生
の
活
躍
で
関
連
し
ま
す
と
、
九
州
場
所
で
２
度
目

の
敢
闘
賞
受
賞
を
し
た
一
山
本
関
は
土
俵
内
外
で
も
活
躍

が
際
立
ち
ま
し
た
。
最
近
は
い
ろ
ん
な
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ

ら
れ
、
私
生
活
の
様
子
や
野
球
解
説
な
ど
、
相
撲
以
外
の
彼

の
一
面
を
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
令

和
八
年
も
一
山
本
関
の
今
後
更
な
る
活
躍
に
期
待
し
た
い
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
令
和
七
年
三
月
場
所
よ
り
一
山

本
関
と
同
じ
放
駒
部
屋
に
入
門
し
た
、
北
斗
洋
快
夢
（
ほ
く

と
な
だ 

か
い
む
、
本
名
・
小
山
内
快
夢
）
さ
ん
も
九
州
場
所

は
序
二
段
で
の
勝
ち
越
し
を
決
め
、
奮
闘
中
で
す
の
で
併
せ

ま
し
て
、
北
斗
洋
の
応
援
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

そ
し
て
、
現
役
生
徒
た
ち
も
意
見
発
表
大
会
や
技
術
競

技
大
会
、
実
績
発
表
大
会
な
ど
を
含
め
た
教
育
実
践
活
動
、

ま
た
、
部
活
動
で
も
地
区
大
会
や
全
道
大
会
の
み
な
ら
ず
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・
国
ス
ポ
等
で
相
撲
部
や
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
な
ど

が
活
躍
し
、
文
化
部
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
や
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

ク
ラ
ブ
な
ど
の
活
躍
が
多
く
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
て
い
た
だ

く
機
会
も
増
え
ま
し
た
。
改
め
て
母
校
の
素
晴
ら
し
さ
を
実

感
す
る
と
と
も
に
、
学
校
長
を
は
じ
め
と
す
る
教
職
員
の
皆

様
方
に
よ
る
日
頃
の
ご
指
導
の
賜
物
と
感
謝
致
し
ま
す
。 

本
校
校
歌
の
三
番
に
、
「
こ
の
よ
き
丘
に
若
き
日
々
を 

集

い
て
わ
れ
等
徳
を
み
が
く 

見
よ 

見
よ 

大
地
に
鍬
を
入
れ

て 

誇
り
は
た
か
し
常
に
は
げ
む
」
と
い
う
歌
詞
が
あ
り
ま
す
。

我
々
が
高
校
時
代
に
培
った
「徳
（
人
と
し
て
優
れ
た
性
質
や

道
徳
心
）」は
、
社
会
人
と
な
った
今
も
な
お
活
か
さ
れ
て
い
る

は
ず
で
す
。
そ
う
い
った
「徳
」を
積
ん
で
い
る
現
役
生
た
ち
や
、

「
徳
」
を
積
ん
だ
同
窓
生
の
皆
様
方
に
は
今
後
益
々
の
ご
活

躍
・
ご
発
展
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
「
北
海
道
に
大
農
あ

り
！
」
を
日
本
全
国
に
轟
か
せ
ら
れ
る
よ
う
、
現
役
生
徒
た

ち
と
と
も
に
我
々
同
窓
生
一
同
も
大
農
出
身
で
あ
る
こ
と
に

誇
り
を
持
ち
、
「
大
農
魂
」
を
胸
に
各
地
域
で
中
心
と
な
って

ご
活
躍
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

結
び
に
、
北
海
道
大
野
農
業
高
等
学
校
の
益
々
の
ご
発
展

と
、
同
窓
生
の
皆
様
方
の
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
心
よ
り
祈
念

致
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。 

発  行 北海道大野農業高等学校鹿島ヶ丘同窓会 
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「
鹿
島
ヶ
丘
だ
よ
り
」
発
刊
に
寄
せ
て  

 

名
誉
会
長
（校
長
）  

芳
賀 

雄
太  

   

北
海
道
大
野
農
業
高
等
学
校
同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
本
校
の
教
育
方
針
及
び
教
育
活
動
に
対
し
、
ご
理

解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
多
大
な
る
ご
支
援
を
い

た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
こ
で
令
和
七
年
度
の

「
鹿
島
ヶ
丘
だ
よ
り
」第
七
十
八
号
の
発
刊
に
当
た
り
、
鹿
島

ヶ
丘
同
窓
会
の
皆
様
に
本
校
の
近
況
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

 

令
和
六
年
度
の
卒
業
式
を
三
月
一
日
に
挙
行
し
、
「
農
業

科
学
科
」
十
八
名
、
「
園
芸
福
祉
科
」
十
四
名
、
「
食
品
科
学

科
」
二
十
三
名
、
三
学
科
合
わ
せ
て
五
十
五
名
の
卒
業
生
を

送
り
出
し
、
新
旧
制
で
の
累
計
で
九
千
二
百
四
十
二
名
が

輩
出
さ
れ
た
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
令
和
七
年
度
の
四
月
八

日
に
は
、
入
学
式
を
挙
行
し
、
「
農
業
科
学
科
」
十
七
名
、

「
園
芸
福
祉
科
」
十
三
名
、
「
食
品
科
学
科
」
二
十
三
名
、
三

学
科
を
合
わ
せ
て
五
十
三
名
の
新
入
生
を
迎
え
入
れ
、
全
校

生
徒
数
が
百
四
十
九
名
で
ス
タ
ー
ト
を
し
ま
し
た
。 

 

生
徒
の
活
動
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
農
業
ク
ラ
ブ
活
動
で
、
当

別
町
を
会
場
に
開
催
し
た
南
北
海
道
意
見
発
表
大
会
に
三

名
出
場
、
壮
瞥
町
で
行
わ
れ
た
南
北
海
道
実
績
発
表
大
会

に
は
四
発
表
が
、
そ
の
う
ち
三
発
表
九
名
が
遠
別
町
で
行
わ

れ
た
全
道
実
績
発
表
大
会
に
出
場
。
全
道
技
術
競
技
大
会

に
は
、
十
五
名
が
出
場
し
、
農
業
鑑
定
競
技
で
入
賞
し
た
二

名
は
、
山
梨
県
を
中
心
に
開
催
さ
れ
た
第
七
十
六
回
日
本

学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
（
西
関
東
大
会
）
の
農
業
鑑
定

競
技
会
へ
の
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。 

 

学
校
行
事
に
お
い
て
は
、
緑
園
祭
で
コ
ロ
ナ
禍
以
降
制
限
し

て
お
り
ま
し
た
入
場
制
限
を
解
除
し
、
制
限
の
な
い
参
加
を

実
施
し
て
本
校
保
護
者
、
地
域
の
皆
様
に
ご
来
校
い
た
だ
き

ま
し
た
。
当
日
は
、
各
学
科
の
生
産
物
販
売
ブ
ー
ス
や
同
窓

会
か
ら
の
ち
ゃ
ん
こ
鍋
の
提
供
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
の
ご
協
力
に

よ
り
多
数
の
来
校
者
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
盛
会
裏
に
緑

園
祭
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

部
活
動
で
は
、
相
撲
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
、
野
球
や
ラ
グ
ビ
ー
の

合
同
チ
ー
ム
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ク
ラ
ブ
が
全
道
の
競
技
大
会
等

に
出
場
。
相
撲
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
で
は
、
全
国
大
会
に
出
場
す

る
な
ど
多
く
の
部
活
動
等
が
活
躍
を
し
て
お
り
ま
す
。
今
後

も
、
一
つ
で
も
多
く
の
部
活
動
等
が
上
位
大
会
に
出
場
で
き

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 
地
域
と
の
連
携
で
は
、
例
年
通
り
幼
稚
園
、
小
学
校
、
特

別
支
援
学
校
と
の
交
流
を
始
め
、
食
品
科
学
科
の
北
斗
市
と

国
分
北
海
道
様
を
核
と
し
た
連
携
授
業
の
展
開
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
学
習
に
お
い
て
も
各
専
攻
班
が
地
域
の
様
々
な
機
関
と
連

携
し
活
動
に
取
り
組
む
な
ど
、
学
科
の
専
門
性
や
特
性
を
活

か
し
多
岐
に
渡
っ
て
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
交
通

安
全
街
頭
啓
発
「
事
故
な
し
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
や
独
居
老
人
宅

訪
問
「
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
活
動
」
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
、

地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
て
、
関
係
団
体
と
連
携
さ
せ
て
い
た

だ
き
な
が
ら
活
動
を
継
続
し
て
行
って
お
り
ま
す
。 

 

終
わ
り
に
、
同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
各
種
報
道
等
で
の
紹
介

か
ら
機
会
あ
る
毎
に
本
校
の
活
動
を
気
に
留
め
て
い
た
だ
い

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
い
つ
で
も
母
校
に
足
を
運
ん
で

い
た
だ
き
後
輩
に
叱
咤
激
励
を
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

本
校
の
教
育
に
対
し
ま
し
て
も
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。
今
後
と
も
大
野
農
業
高
等
学
校
に
対
す
る
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。 

 

芸
術
鑑
賞
会 

令
和
7
年
10
月
8
日
（
水
）
、
本
校
に
て
芸
術
鑑
賞
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
落
語
家
の
笑
福
亭
茶
光

さ
ん
と
、
太
神
楽
の
鏡
味
小
時
さ
ん
を
お
招
き
し
、
日
本
の

伝
統
芸
能
で
あ
る
寄
席
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。 

  

鑑
賞
会
で
は
、
生
徒
た
ち
が
落
語
と
太
神
楽
に
挑
戦
す

る
機
会
も
設
け
ら
れ
、
日
本
の
古
典
芸
能
の
奥
深
さ
や
面
白

さ
を
肌
で
感
じ
る
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。 

        



               

解
体
工
事 

令
和
６
年
７
月
３１
日
よ
り
竣
工
し
た
食
品
加
工
実
習
棟

改
築
工
事
も
同
年
１１
月
に
は
無
事
終
了
し
、
今
年
度
よ
り

食
品
科
学
科
の
実
習
も
新
実
習
棟
に
て
実
施
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
ま
し
て
、
以
下
の
１６
施
設
が
解
体
さ
れ

ま
し
た
。 

            

               

落語に挑戦する生徒たちの様子 傘まわしに挑戦する生徒の様子 

畜
産
実
習
宿
泊
室

農
具
室

穀
物
庫

畜
産
加
工
室

農
産
加
工
実
習
室

実
習
宿
泊
室

農
産
加
工
室

作
物
畜
産
実
習
室

豚
舎

土
肥
料
農
産
加
工
実
習
室

畜
産
加
工
実
習
室

鶏
舎

（
２
棟
と
も

）

乾
草
収
納
室

肥
料
舎

畜
産
棟
Ａ

解体される各施設 

落雷によって折れた，外土俵横の木々 



放
駒
部
屋
入
門 

 

北
斗
洋 

快
夢 

（本
名
・小
山
内 

快
夢 

令
和
６
年
度
Ａ
科
卒
） 

                

令
和
七
年
三
月
場
所
よ
り
放
駒
部
屋
へ
入
門
を
決
め
た

小
山
内
快
夢
さ
ん
の
記
者
会
見
を
令
和
7
年
1
月
27
日

に
本
校
会
議
室
に
て
行
い
わ
れ
ま
し
た
。 

    

     

高
校
時
代
は
ラ
グ
ビ
ー
部
で
、
高
校
3
年
次
よ
り
相
撲
部
へ

入
部
し
た
た
め
相
撲
経
験
は
ま
だ
1
年
強
。
伸
び
し
ろ
は

十
分
！
一
山
本
関
同
様
、
北
斗
洋
の
応
援
も
併
せ
ま
し
て

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

十
一
月
場
所
・
敢
闘
賞
受
賞
（
2
回
目
）  

放
駒
部
屋 

一
山
本 

大
生 

（本
名
・山
本
大
生 

平
成
２３
年
度
Ｍ
科
卒
） 

             

今
年
は
高
校
の
後
輩
が
入
門
し
、
よ
り
一
層
気
を
引
き

締
め
て
場
所
に
臨
む
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
大
き
な
怪
我
も

無
く

1

年
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
十
一
月
場

所
は
前
半
こ
そ
一
進
一
退
の
状
況
で
し
た
が
、
中
盤
か
ら
消

極
的
に
な
ら
ず
が
む
し
ゃ
ら
に
前
へ
出
る
こ
と
を
心
が
け
た

結
果
、
連
勝
を
重
ね
、
二
度
目
の
三
賞
（敢
闘
賞
）を
受
賞
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
結
果
を
残
せ
た
の
も
、

ひ
と
え
に
学
校
関
係
者
・
同
窓
生
及
び
応
援
下
さ
っ
た
皆
様

方
の
お
陰
と
感
謝
し
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

初
場
所
は
幕
内
上
位
の
番
付
に
上
が
り
ま
す
が
、
年
内
に

は
目
標
で
あ
る
「
三
役
」
入
り
し
た
姿
を
教
職
員
の
方
々
や

後
輩
た
ち
、
そ
し
て
、
同
窓
生
の
皆
様
方
に
披
露
で
き
る
よ

う
、
日
々
稽
古
に
精
進
し
て
参
り
ま
す
。 

今
後
と
も
応
援
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

                 

放駒親方・一山本関との入門記者会見前に

相撲部員たちと集合写真 

二番出世となり、本校同窓会よ

り一山本関に送られた化粧まわ

しで新序出世披露をしました 

放駒親方・一山本関と握手を

交わす小山内さん 

北斗洋（写真中央）や付け人と共に喜びの表情を浮かべる一山本関 

敢闘賞のトロフィーを持つ一山本関 



収
穫
感
謝
祭
・
緑
園
祭 

令
和
７
年
１０
月
２５
日(

土)

～
～
２６
日(

日)

、
本
校
の
メ

イ
ン
行
事
で
あ
る
収
穫
感
謝
祭
・
緑
園
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
緑
園
祭
は
実
に
６
年
ぶ
り
に
制
限
な
し
の
一
般
公
開
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
緑
園
祭
は
多
く
の
来
客
の
も
と
、
大

盛
況
の
も
と
無
事
終
了
と
な
り
ま
し
た
。 

            

               

               

収穫感謝祭では恒例の生産物奉納が行われ、昼食は豚汁・おにぎり、リンゴが生徒と教職員に配布されました。 



               

               

定
期
総
会
の
ご
案
内 

 

令
和
７
年
度
鹿
島
ヶ
丘
同
窓
会
定
期
総
会
を
次
の
日
程
で

開
催
致
し
ま
す
の
で
、
会
員
各
位
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
多
数

ご
出
席
下
さ
い
ま
す
よ
う
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

ま
た
状
況
に
よ
って
は
急
な
変
更
、
ま
た
は
中
止
等
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
際
は
事
務
局
か
ら
ご
連
絡
さ
せ
て
頂

き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。 

 

一 

日
時 

令
和
８
年
２
月
２２
日
（日
） 

１６
時
３０
分
よ
り 

 

二 

場
所 

し
ん
わ
の
湯
（北
斗
市
東
前
） 

 

三 

懇
親
会
費 

三
千
五
百
円 

（当
日
徴
収
致
し
ま
す
。
） 

 

四 

バ
ス
送
迎
に
つ
い
て 

 
 

今
年
度
は
バ
ス
の
手
配
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
10
名

以
上
の
利
用
予
定
に
な
ら
な
い
と
手
配
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
お

手
数
で
す
が
各
支
部
で
調
整
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
致
し
ま
す
。 

 

五 

申
し
込
み
に
つ
い
て 

準
備
の
都
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
出
欠
に
つ
い
て
は
各
支
部

に
と
り
ま
と
め
を
お
願
い
し
ま
す
。
不
明
な
点
等
が
あ
れ
ば

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

 

事
務
局
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
１
３
８-

７
７-

８
８
０
０ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
１
３
８-

７
７-

８
１
３
３ 

緑園祭も、販売所のあちこちで行列が帯び大盛況でした。 



  

  

 

▼
事
業
報
告 

２ 
 

月
 28
日 

同
窓
会
入
会
式  

   
  

 
 

 

本
校
体
育
館 

３ 

月 

１ 

日 

卒
業
式   

  
  

 
 

  
 

 
 

 

本
校
体
育
館 

４

 

月
８
日 

入
学
式  

 
   

  
           

本
校
体
育
館 

５ 

月
１４
日 

校
内
意
見
発
表
大
会  

 
  

   

本
校
体
育
館 

10
月
２６
日 

緑
園
祭 

  
  

 
                

 

本
校 

1２
月
１７
日 

校
内
実
績
発
表
大
会 

    
  

本
校
体
育
館 

※
桜
公
園
管
理
は
年
間
通
じ
て
行
って
頂
い
て
お
り
ま
す
。  

 

 

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

■
令
和
７
年
度
高
体
連
函
館
支
部
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
大
会 

・
予
選
ブ
ロ
ッ
ク 

大
農 
０-
２ 

函
館
工
業 

大
農 

 

０ｰ
２ 

函
館
西 

 

■
令
和
７
年
度 

全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
等
学
校
選
手
権

大
会 

函
館
支
部
予
選
会 

予
選
ブ
ロ
ッ
ク 

 
 

 

大
農 

０-

２ 

函
館
西 

大
農 

２-

１ 

奥
尻 

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト 

 

大
農 

０-

２ 

市
立
函
館 

 

 

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

■
令
和
７
年
度
高
体
連
函
館
支
部
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
春
季
大
会 

・予
選
ブ
ロ
ッ
ク 

大
農 

２-

１ 

七
飯 

・決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦 

大
農 

０ｰ

２ 

函
館
大
妻 

※
函
館
水
産
高
校
と
の
連
合
チ
ー
ム
で
参
加 

 

■
令
和
７
年
度
高
体
連
函
館
支
部
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
大
会 

・予
選
ブ
ロ
ッ
ク 

大
農 

２-

０ 

函
館
高
専
・柏
稜 

・決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦 

大
農 

０ｰ

２ 

遺
愛
女
子 

※
函
館
水
産
高
校
と
の
連
合
チ
ー
ム
で
参
加 

 

■
令
和
７
年
度 

全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
等
学
校 

選
手
権
大
会 

函
館
支
部
予
選
会 

予
選
ブ
ロ
ッ
ク 

 
 

 

大
農 

１-

２ 

函
館
中
部 

 
 

大
農 

２-

１ 

七
飯 

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト 

大
農 

０-

２ 

函
館
西 

 
 

 

 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部 

■
令
和
７
年
度
第
77
回
高
体
連
函
館
支
部 

春
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会 

・個
人
戦 

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
Ｂ 

２
回
戦 

 

 

山
田
（Ｈ
２
） 

１-

２ 

清
尚
学
院 

 

■
第
77
回
高
体
連
函
館
支
部
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会 

・個
人
戦 

男
子
シ
ン
グ
ル
ス 

１
回
戦 

 

事

務

長

教

諭

教

諭

教

諭

教

諭

教

諭

教

諭

教

頭

校

長

職
　
　
名

小

林

一

雅

匹

田

康

太

藤

村

稜

服

部

良

太

佐

藤

太

郎

泊

研

石

黒

勝

森

川

哲

仲

川

敏

幸

氏
　
　
名

北
海
道
商

業

高

校

美

幌

高

校

民

間

企

業

深

川

東

高

校

檜

山

北

高

校

勇

退

勇

退

留

寿

都

高

校

奈
井
江
商

業

高

校

転
　
出
　
先
　
等

▼
転
出
・
退
職

事

務

長

実

習

助

手

教

諭

教

　
　
諭

教

 
 
諭

教

諭

教

諭

教

諭

教

諭

教

頭

校

長

職
　
　
名

宮

崎

真

志

原

子

久

志

今

野

祐

香

吉

田

龍

哉

浅

川

健

一

長

瀬

肇

宗

形

健

志

佐

藤

信

鳴

海

綾

乃

小

鍋

祐

哉

芳

賀

雄

太

氏
　
　
名

松

前

高

校

民

間

業

函

館

西

高

校

函

館

水

産

高

校

函

館

西

高

校

新

卒

別

海

高

校

伊
達
高
等
養

護

学

校

留

寿

都

高

校

剣

淵

高

校

前
　
任
　
校
　
等

▼
転
入

本 

部 

情 

報 

各
部
活
動
の
大
会
報
告 



 
山
田
（Ｈ
２
） 

０-

２ 

松
前 

 

■
第
77
回
函
館
地
区
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会 

兼 

会
長
杯
争
奪
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会 

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
Ｂ 

 

１
回
戦 

山
田
（Ｈ
２
） 
２-
０ 

函
館
工
業 

２
回
戦 

山
田
（Ｈ
２
） 

２-
０ 
ラ
・
サ
ー
ル 

３
回
戦 

山
田
（Ｈ
２
） 

２-

１ 
檜
山
北 

４
回
戦 

山
田
（Ｈ
２
） 

０-

２ 

知
内 

 
 ■

第
77
回
高
体
連
函
館
支
部
新
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会 

男
子
シ
ン
グ
ル
ス  

２
回
戦 

山
田
（Ｈ
２
） 

０-

２ 

函
館
水
産 

 

剣
道
部 

■
令
和
７
年
度
高
体
連
函
館
支
部
春
季
剣
道
大
会 

男
子
個
人
戦 

１
回
戦 

 

小
林
（Ｈ
２
） 

０ｰ

２ 

七
飯 

 

■
令
和
７
年
度
高
体
連
函
館
支
部
剣
道
大
会 

男
子
個
人
戦 

１
回
戦 

 

小
林
（Ｈ
２
） 

０ｰ

２ 

江
差 

 

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部 

■
第
73
回
全
道
高
等
学
校
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
春
季
大
会 

男
子
フ
ル
ー
レ
団
体 

 

 
 
 

３
位 

清
水
（Ａ
３
）、
田
中
（Ａ
３
）
、
沼
尾
（
Ａ
２
） 

女
子
フ
ル
ー
レ
個
人 

４
位 

玉
森
（
Ａ
３
） 

女
子
サ
ー
ブ
ル
個
人 

３
位 

玉
森
（
Ａ
３
） 

 

第
71
回
全
国
高
等
学
校
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
選
手
権
大
会 

北
海
道
予
選
会 

男
子
フ
ル
ー
レ
団
体 

 

 
 

３
位 

清
水
（Ａ
３
）、
田
中
（Ａ
３
）、
沼
尾
（Ａ
２
）、 

高
木
（Ａ
２
） 

女
子
フ
ル
ー
レ
団
体 

 

 
 

３
位  

玉
森
（Ａ
３
）、
鈴
木
（Ａ
１
）、
清
水
（Ａ
１
） 

男
子
フ
ル
ー
レ
個
人 

 
 

 
 

 

４
位 

田
中
（
Ａ
３
）、 

６
位 

清
水
（Ａ
３
） 

女
子
サ
ー
ブ
ル
個
人 

 
 

 
 

 

優
勝 

玉
森
（Ａ
３
）  

 

■
第
79
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
会 

兼 

北
海
道
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

少
年
男
子 

清
水
（Ａ
３
） 

６
位 

少
年
女
子 

玉
森
（Ａ
３
） 

４
位 

補
欠
代
表 

 

■
第
65
回 

全
道
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
選
手
権
大
会 

兼 
 

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
・カ
デ
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
大
会
北
海
道
予
選
会 

男
子
ジ
ュ
ニ
ア
・エ
ペ 
２
位 

沼
尾
（Ａ
２
） 

本
大
会
出
場 

 
 

 

 

相
撲
部 

■
第
27
回
全
道
高
等
学
校
相
撲
春
季
大
会 

団
体
戦 

優
勝
（３
年
連
続
９
回
目
） 

個
人
80
ｋ
ｇ
級 

 

優
勝 

藤
本
（Ｍ
１
） 

個
人
100
ｋ
ｇ
級 

 

優
勝 

濵
野
（Ｍ
１
） 

個
人
100
ｋ
ｇ
以
上
級 

 

優
勝 

鈴
木
（Ｍ
３
） 

無
差
別
級 

 

 

優
勝 

鈴
木
（Ｍ
３
）、
２
位 

藤
本
（Ｍ
１
） 

 

■
令
和
７
年
度
高
体
連
函
館
支
部
相
撲
選
手
権
大
会 

団
体
戦 

２
位 

個
人
戦 

 

 

優
勝 

 

鈴
木
（Ｍ
３
）、
３
位 

 

藤
本
（Ｍ
１
） 

 

■
第
109
回
高
等
学
校
相
撲
金
沢
大
会 

団
体
戦 

ベ
ス
ト
32 

予
選
１
回
戦 

大
農 

３-

０ 

木
曽
青
峰
（長
野
） 

予
選
２
回
戦 

大
農 

０-

３ 

拓
大
紅
陵
（千
葉
） 

最
少
得
点 

 

大
農 

３-

０ 

金
沢
商
業
（石
川
） 

予
選
３
回
戦 

大
農 

０-

３ 

日
吉
が
丘
（京
都
） 

 

予
選
通
過 

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト 

 

 

大
農 

０-

３ 

熊
本
農
業
（熊
本
） 

 

■
第
79
回
全
国
高
等
学
校
相
撲
選
手
権
大
会 

団
体
戦
３
位 

個
人
無
差
別 

 

 

優
勝 

鈴
木
（Ｍ
３
） 

個
人
80
ｋ
ｇ
級 

 

優
勝 

藤
本
（Ｍ
１
） 

個
人
100
ｋ
ｇ
級 

 

優
勝 

鈴
木
（Ｍ
３
）、
準
優
勝
濵
野
（
Ｍ
１
）  

 

■
第
79
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
会 

 
 

鈴
木
（Ｍ
３
） 

優
勝
、
藤
本
（Ｍ
１
） 

準
優
勝 

 

■
第
103
回
全
国
高
等
学
校
相
撲
選
手
権
大
会 

個
人
戦 



 
無
差
別
級 

鈴
木
（
Ｍ
３) 

２
勝
１
敗 

予
選
通
過 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

決
勝
Ｔ
進
出
Ｔ
敗
退 

80
㎏
級 
藤
本
（Ｍ
１
） 

初
戦
敗
退 

100
㎏
級 
鈴
木
（Ｍ
３
）  

２
回
戦
敗
退 

 

 

■
第
74
回
全
国
高
校
相
撲
十
和
田
大
会 

団
体
戦 

予
選
敗
退 

 

予
選
１
回
戦 

大
農
１-

２
向
の
岡
工
業
（
神
奈
川
県
） 

 

予
選
２
回
戦 

大
農
１-

２
会
津
農
林
（
福
島
県
） 

 

予
選
３
回
戦 

大
農
０-

３
金
沢
市
立
工
業
（
石
川
県
） 

個
人
戦 

 

濱
野(

Ｍ
１) 

３
回
戦
敗
退 

 

鈴
木
（
Ｍ
３)

・
川
井
（Ｍ
１
）・藤
本
（
Ｍ
１
） 

２
回
戦
敗
退 

 
 ■

第
103
回
全
国
高
等
学
校
相
撲
選
手
権
大
会 

団
体
戦 

予
選
敗
退 

 

予
選
１
回
戦 

大
農
０-

３
長
崎
鶴
洋
（
長
崎
県
） 

 

予
選
２
回
戦 

大
農
１-

２
宇
佐
産
業
科
学
（
大
分
県
） 

 

予
選
３
回
戦 

大
農
０-

３
箕
島
（
和
歌
山
県
） 

個
人
戦 

 

鈴
木
（
Ｍ
３
）
３
回
戦
敗
退 

 

藤
本
（
Ｍ
１
）
２
回
戦
敗
退 

 

濱
野
（
Ｍ
１
）
・川
井
（
Ｍ
１
）初
戦
敗
退 

 

■
令
和
７
年
度
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
相
撲
競
技 

団
体
戦 

予
選
敗
退 

先
鋒
：
濱
野(

Ｍ
１)

、
中
堅
：
藤
本
（
Ｍ
１
）
、
副
将
：
鈴
木

（
Ｍ
３
）
が
出
場 

予
選
１
回
戦 

北
海
道
０-

５
福
岡
県 

 

予
選
２
回
戦 

北
海
道
４-

１
山
形
県 

予
選
３
回
戦 

北
海
道
１-

４
高
知
県 

 

■
第
48
回
全
道
高
等
学
校
相
撲
選
抜
大
会 

団
体
戦 

三
位 

個
人
戦 

 

無
差
別
級 

 

優
勝 

藤
本
（Ｍ
１
） 

80
㎏
級 

 

優
勝 

藤
本
（Ｍ
１
） 

100
㎏
級 優

勝 

濱
野(

Ｍ
１) 

 

ラ
グ
ビ
ー
部 

■
令
和
７
年
度
高
体
連
函
館
支
部
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル 

春
季
大
会 

 

大
農 

０-

125 

函
館
ラ
・サ
ー
ル 

※
大
農
・
函
館
工
業
・
函
大
有
斗
・
市
立
函
館
連
合
チ
ー
ム

で
参
加 

 
■
第
79
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
北
海
道
予
選
会 

（少
年
男
子
の
部
） 

リ
ー
グ
戦 

 

道
央
・道
南 
21-
12 

道
東 

 

道
央
・道
南 

５-
７ 
オ
ホ
ー
ツ
ク 

３
位
決
定
戦 

 

道
央
・道
南 

57-

０ 

道
央
Ｃ 

※
大
農
・函
大
有
斗
・札
幌
山
の
手
連
合
チ
ー
ム
で
参
加 

 

■
第
78
回
北
海
道
高
等
学
校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル 

南
選
手
権
大
会
函
館
支
部
予
選
会 

決
勝 

函
館
合
同 

 

０-

121 

函
館
ラ
・サ
ー
ル 

  

硬
式
野
球
部 

■
第
64
回
春
季
北
海
道
高
等
学
校
野
球
大
会 函

館
支
部
予
選 

１
回
戦 

 

大
農 

４-

０ 

江
差 

２
回
戦 

 

大
農 

０-

15 

函
大
柏
稜 

※
大
農
・七
飯 

連
合
チ
ー
ム
で
参
加 

 

■
第
107
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会 

南
北
海
道
大
会
函
館
支
部
予
選 

１
回
戦 

 

大
農 

10-

３ 

函
館
水
産 

 

大
農 

10-

３ 

檜
山
北 

 

大
農 

０-

８ 

知
内 

※
大
農
・七
飯 

連
合
チ
ー
ム
で
参
加 

 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部 

■
令
和
７
年
度
函
館
支
部
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
春
季
大
会 

男
子
シ
ン
グ
ル
ス 

１
回
戦 

 

東
（Ａ
２
）  

０-

３ 

函
館
工
業 

 

内
田
（Ａ
１
）  

 

０-

３ 

函
大
有
斗 

男
子
ダ
ブ
ル
ス 

１
回
戦 

 
 

東
（Ａ
２
）・内
田
（Ａ
１
）組 

１-

４ 

市
立
函
館 

  

■
第
78
回
函
館
支
部
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
選
手
権
大
会 

兼 

第
78
回
北
海
道
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
大
会 

予
選
会 

男
子
ダ
ブ
ル
ス 

 

 

東
（Ａ
２
）・内
田
（Ａ
１
）組 

 

１
回
戦 

４-

３ 

檜
山
北 



 
２
回
戦 

０-

４ 

函
館
工
業 

 

■
第
80
回
国
民
体
育
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技 

函
館
支
部
代
表
選
考
大
会 

男
子
ダ
ブ
ル
ス 

 

東
（
Ａ
２
）
・内
田
（
Ａ
１
）組 

 

１
回
戦 

４-

０ 

檜
山
北 

 

２
回
戦 

０-

４ 

函
大
有
斗 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部 

■
高
文
連
道
南
支
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
専
門
部
研
究
大
会 

「
大
森
浜
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」  

■
高
文
連
道
南
支
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
専
門
部 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
賞
（
Ｈ
３
掘
抜
、
安
藤 

Ｍ
３
小
泉
） 

 

演
劇
部 

■
第
75
回
高
文
連
道
南
支
部
演
劇
発
表
大
会 

優
秀
賞 

「
家
庭
教
師
は
ツ
ラ
イ
」 

 ■
第
75
回
全
道
高
等
学
校
演
劇
発
表
大
会 

小
林
徳
（Ａ
１
） 

生
徒
講
評
委
員
と
し
て
参
加 

 

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ク
ラ
ブ 

■
第
69
回 

道
南
畜
産
共
進
会 

第
３
部 

ダ
イ
ノ- 

イ
ン
ス
ト 

ト
ウ
ワ
イ
ス 

ス
カ
ー
レ
ッ
ト 

 

２
等 

第
９
部 

ダ
イ
ノ- 

イ
ン
ス
ト 

ラ
ブ
リ-

 

ナ
デ
ィ 

Ａ 

フ
タ
ゴ 

 

３
等 

 

■
第
16
回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会 

第
９
部 

ダ
イ
ノ- 

イ
ン
ス
ト 

ラ
ブ
リ- 

ナ
デ
ィ 

Ａ 

フ
タ
ゴ 

 

２
等 

 

茶
道
部 

■
令
和
７
年
度
裏
千
家
学
校
茶
道
連
絡
協
議
会
交
流
茶
会 

・
茶
会
参
加
（点
前
：
工
藤
Ｈ
３
、
半
東
：
高
山
Ｈ
２
、
水

屋
・
運
び
：
森
Ｈ
１
、
岡
本
Ｈ
２
、
中
谷
Ｍ
２
） 

 ■
夏
の
茶
会 

・
茶
会
参
加
（
点
前
：
森
Ｈ
１
、
高
橋
、
岡
本
Ｈ
２
、
半

東
：
高
山
Ｈ
２ 

 ■
秋
の
茶
会
（校
内
実
施
）（
10
月
31
日
（金
）） 

・
教
員
・保
護
者
・生
徒
へ
の
茶
席
を
実
施 

 

 
校
内
意
見
発
表
大
会
（５
月
１４
日
） 

■
分
野
一
類 

 

最
優
秀
賞 

 
 

 
 

 
 

Ｍ
２ 

中
谷
静
音 

 
 

優
秀
賞 

 
 

 
 

 
 

 

Ａ
１ 

畑
山
美
優  

■
分
野
Ⅱ
類 

最
優
秀
賞 

 
 

 
 

 
 

 

Ａ
３ 

椎
名
果
梨 

優
秀
賞 

 
 

 
 

 
 

Ｈ
２ 

小
川
莉
子  

■
分
野
Ⅲ
類 

最
優
秀
賞 

 
 

 
 

 

Ｍ
３ 

小
谷
梨
々
花 

優
秀
賞 

 
 

 
 

 
 

 

Ａ
２ 

沼
尾
和
柊   

南
北
海
道
実
績
発
表
大
会
（６
月
１０
日
～
１１
日
） 

■
分
野
Ⅰ
類 

優
秀
賞
４
席 

 

中
家
畜
班 

 
 

Ａ
３ 

七
尾
茉
里
香 

 
 

三
浦 

 

陸 

 

Ａ
２ 

生
田 

 

雫 

小
野
寺
葵
大  

■
分
野
Ⅱ
類 

秀
賞
２
席 

 

果
樹
班 

 
 

 
 

 

Ｈ
２ 

小
林
孝
太
郎 

 

山
田
健
生  

■
分
野
Ⅲ
類 

出
場 

 
 

農
業
福
祉
班 

 
 

 
 

Ｈ
２ 

岡
本
捺
紀 

小
川
莉
子 

高
山
陽
向  

■
ク
ラ
ブ
活
動
発
表 

優
秀
賞
３
席 

農
業
ク
執
行
部 

 
 

Ａ
３ 

椎
名
果
梨 

 

廣
瀬 

樹 

 
 

Ａ
２ 

佐
々
木
こ
ま
ち 

野
田
和
吏  

南
北
海
道
意
見
発
表
大
会
（６
月
２６
日
～
２７
日
） 

■
分
野
Ⅰ
類 

 
 

 

出
場 

 
 
 

 
 

 
 

Ｍ
２ 

中
谷
静
音 

 
 ■

分
野
Ⅱ
類 

 
 

 

出
場 

 
 
 

 
 

 
 

Ａ
３ 

椎
名
果
梨 

 

■
分
野
Ⅲ
類 

 
 

 

出
場 

 
 
 

 
 

 

Ｍ
３ 

小
谷
梨
々
花  

農
業
ク
ラ
ブ
大
会
報
告 



校
内
技
術
競
技
大
会
（
７
月
４
日
） 

■
農
業
鑑
定
競
技 

作
物
コ
ー
ス 

 

最
優
秀
賞 

 
 

 

Ａ
３ 

七
尾
茉
里
香 

優
秀
賞 

 
 

 
 

 

Ａ
３ 

黒
田
悠
介 

 
 

椎
名
果
梨 

 
 

廣
瀬 

樹 

 

Ａ
２ 

佐
々
木
こ
ま
ち 

野
田
和
吏 

山
崎
稜
太 

 
Ａ
１ 

大
和
田
直
也 

 
 

清
水
琉
可 

 
 

鈴
木
海
音 

草
花
コ
ー
ス 

 

最
優
秀
賞 

 
 

 
 

Ｈ
２ 
山
田
健
生 

優
秀
賞 

 
 

 
 

 

Ｈ
３ 

掘
抜
悠
斗 

 

Ｈ
２ 

工
藤
由
奈 

 
 

小
川
莉
子 

 
 

岡
本
捺
紀 

食
品
コ
ー
ス 

 

最
優
秀
賞 

 
 

 
 

Ｍ
３ 

寺
内
碧
人 

優
秀
賞 

 
 

 

Ｍ
３ 

小
谷
梨
々
花 

 
 

鈴
木
一
二
三 

野
表
夏
実 

若
狭
結
鈴 

中
村
心
唯
姫 

 

Ｍ
２ 

 

阿
部
姫
和 

 
 
 

 

Ｍ
１ 

 

川
井
進
永  

■
家
畜
審
査
競
技 

最
優
秀
賞 

 
 

 
 

 

Ａ
２ 

鈴
木
優
花 

優
秀
賞 

 
 

 
 

 
 

Ａ
２ 

石
岡
宗
馬 

 
 

 

小
澤
春
菜 

髙
橋
佑
月 

髙
森
楓
汰 

 

Ｍ
２ 

海
川
愛
和  

■
農
業
情
報
処
理
競
技 

最
優
秀
賞 

 
 

 
 

 

Ｍ
３ 

寺
内
碧
人 

優
秀
賞 

 
 

 
 

 
 

Ｈ
３ 

岡
本
捺
紀 

 

Ａ
２ 

石
岡
宗
馬 

 

Ａ
３ 

椎
名
果
梨  

全
道
技
術
競
技
大
会
（８
月
７
日
～
８
日
、
岩
見
沢
農
業
）  

■
農
業
鑑
定
競
技 

 

分
野
作
物 

 
 

 
 

 

全
道
最
優
秀
賞 

Ａ
１ 

鈴
木
海
音 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

優
秀
賞 

Ａ
２ 

野
田
吏
和 

分
野
草
花  

 
 

 
 

 
 

 
 

 

優
秀
賞 

Ｈ
２ 

岡
本
捺
紀 

分
野
食
品 

 
 

 
 

 

全
道
最
優
秀
賞 

Ｍ
３ 

寺
内
碧
人 

 
 

 
 

 

優
秀
賞 

Ｍ
３ 

中
村
心
唯
姫  

■
家
畜
審
査
競
技 

 

乳
牛
の
部  

 
 

 
 

 
 

 
  

優
秀
賞 

Ｍ
２ 

海
川
愛
和  

北
海
道
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
全
道
実
績
発
表
大
会 

 

（
令
和
７
年
８
月
１９
～
２３
日
、
遠
別
農
業
高
等
学
校
） 

■
分
野
Ⅰ
類 

出
場 

農
業
科
学
科
・中
家
畜
班 

「
ポ
テ
ト
ピ
ー
ル
サ
イ
レ
ー
ジ
が
豚
の
産
肉
性
に
与
え
る
影
響
」 

発
表
者 

 
 

 
 

Ａ
３ 

七
尾
茉
里
香 

Ａ
２ 

 

生
田 

 
雫 

■
分
野
Ⅱ
類 

出
場 

園
芸
福
祉
科
・果
樹
班 

「ほ
く
と
の
大
地
か
ら 

～
持
続
可
能
な
果
樹
生
産
を
目
指
し
て
～
」 

発
表
者 

 
 

 
 

Ｈ
２ 

山
田 

健
生 

 
 

 
 

Ｈ
２ 

小
林
孝
太
郎  

■
ク
ラ
ブ
活
動
発
表 

出
場 

農
業
ク
ラ
ブ
執
行
部 

「Hold 
hands 

～
学
科
の
架
け
橋
と
な
れ
～
」 

発
表
者 

 
 

 
 

 

Ａ
３ 

椎
名
果
梨 

Ａ
２ 

野
田
吏
和 

Ａ
３ 

廣
瀨 

樹 

Ａ
２ 

佐
々
木
こ
ま
ち 

   

第
７６
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会 

（令
和
７
年
10
月
25
日
～
26
日
西
関
東
）  

 

■
農
業
鑑
定
競
技 

 
 

分
野
作
物 

 
 

出
場 

Ａ
１ 

鈴
木
海
音 

 
 

分
野
草
花 

 
 

 
 

出
場 

Ｈ
２ 

岡
本
捺
紀 

 
 

分
野
食
品 

 
 

 
 

出
場 

Ｍ
３ 

寺
内
碧
人  

校
内
実
績
発
表
大
会
（
１２
月
１７
日
） 

■
分
野
Ⅰ
類 

 

最
優
秀
賞 

農
業
科
学
科
・
野
菜
班 

 
 

「
化
学
農
薬
の
低
減
を
目
指
し
た
メ
ロ
ン
栽
培
」 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ａ
２ 

野
田
吏
和 

川
村
竜
斗 

 

優
秀
賞 

 
食
品
科
学
科
・
乳
加
工
班 

「
大
農
産
フ
レ
ッ
シ
ュ
チ
ー
ズ
に
お
け
る 製

造
方
法
の
確
立
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ｍ
２ 

中
谷
静
音 

Ｍ
３ 

谷
藤
心
和
人 

中
村
心
唯
姫  

■
分
野
Ⅱ
類 

 

最
優
秀
賞 

園
芸
福
祉
科
・
果
樹
班 

 
 

 

「
持
続
可
能
な
果
樹
生
産
を
目
指
し
て 

 

～
環
境
と
経
済
の
好
循
環
～
～
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ｈ
２ 

 

小
林
孝
太
朗 

山
田
健
生  

■
分
野
Ⅲ
類 

 

最
優
秀
賞 

食
品
科
学
科
・
肉
加
工
班 

地
域
の
魅
力
を
創
造
す
る
商
品
開
発
に
関
す
る
研
究 

～
国
産
羊
肉
を
活
用
し
た
連
携
学
習
の
実
践
～
」 

 

Ｍ
３ 

小
谷
梨
々
花 

坂
本
颯
太 

Ｍ
２ 

海
川
愛
和 

杉
山
光
憲 

 

優
秀
賞 

 

食
品
科
学
科 

実
験
流
通
班 

 
 

 

「
新
鹿
島
屋
の
運
営
方
法
に
関
す
る
取
り
組
み
」 

 
 

 
 

 
 

 

Ｍ
３ 

小
泉
由
梨
歌 

小
西
碧 

Ｍ
２ 

阿
部
姫
和 

                       

              

 

日
頃
よ
り
鹿
島
ヶ
丘
同
窓
会
の
活
動
に
つ
き
ま
し
て
、
ご

協
力
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
年
度
は
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
鹿
島
屋
を
移
転
オ
ー
プ
ン
し
、

毎
回
多
く
の
お
客
様
に
ご
来
店
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

緑
園
祭
で
は
入
場
制
限
な
し
の
一
般
公
開
を
行
う
な
ど
、
地

域
の
方
々
に
生
徒
の
学
習
成
果
を
見
て
い
た
だ
く
機
会
が
増

え
ま
し
た
。
更
に
、
連
携
授
業
等
で
は
、
本
校
卒
業
生
の

方
々
が
現
場
の
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
機
会

が
あ
り
、
在
校
生
に
と
って
良
い
刺
激
と
な
り
ま
し
た
。 

今
後
と
も
鹿
島
ヶ
丘
同
窓
会
へ
の
ご
理
解
・
ご
協
力
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

（事
務
局 

鳴
海 

綾
乃 

平
成
20
年
生
活
科
学
科
卒
） 

編 

集 

後 

記 


